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V91a ８素子空間ＦＦＴ型干渉計のFPGA改良
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東西配置の 20ｍ固定球面鏡２１ｍ間隔８基を有した、早稲田大学那須パルサー観測所では、赤経 32度から 42

度の範囲を、周波数 1.4GHz帯域 +-10ＭＨｚで、トランジェント電波源のサーベイ観測を行っている。20ＭＨｚ
で複素Ａ／Ｄを行ない、ＦＰＧＡにより信号処理を行っているが、今回その組み込んだプログラムを変更したの
で報告する。今までは、入力されるアンテナ群の組み合わせを変えて、４列 2段のRadix-4空間ＦＦＴモジュー
ルで１６ＣＨ空間ＦＦＴを行うことにより、独立した４組の基線長 84ｍ２素子干渉計にも、１組の８素子空間Ｆ
ＦＴ干渉計にも利用することができ、Radix-4をスルーすることにより、８素子の独立した単一鏡としても利用
した。今回の改良により、今までの測定（Ａグループ）に加えて、各アンテナ複素出力を直接掛け合わせの演算
をすることにより、各アンテナ間のフリンジの実数成分（Ｂグループ）、虚数成分（Ｃグループ）の積算をするこ
とが出来るようになった。これにより、４組の２素子干渉計として観測を行う場合には、フリンジの実数、虚数
成分を録ると同時に、各アンテナの単一鏡出力も得られ、受信機系の安定度合いも確認できるようになった。ま
た、８素子空間ＦＦＴ型干渉計として利用する場合も、天体が通過するごとに２素子間の位相差を求め、そこか
ら各アンテナの位相差による補正回転係数を求める事が出来るようになった。その結果一回の天体通過により、
ＦＦＴ像合成と位相補正回転係数が求められることとなった。その補正値を複素Ａ／Ｄ変換出力信号に乗するこ
とにより、次の天体通過時に位相誤差のないＦＦＴ像が合成できるようになった。


